
　あけましておめでとうございます。
　町民の皆様におかれましては、2011年の新春
を清新な心持ちで迎えられたこととお慶び申し
上げるとともに、平素からの町政に対する多大
なるご理解およびご協力に、心から感謝いたし
ます。
　さて、近年の日本は、雇用問題や財政問題、
さらには外交問題など、さまざまな課題が依然
として山積した状態であり、厳しい社会経済情
勢にあります。笠松町におきましても、限られ
た財源の中で、真に必要な政策を見極めながら
行財政運営を進めているところでございます。
昨年は報道機関への積極的な情報発信や、笠
松町のマスコットキャラクターによる町のPR
活動などに加え、以前から取り組んでまいりま
した「まちの駅」の活動も活発に行われ、多く
の方に笠松町を知っていただく機会に恵まれま
した。このことは、笠松町の活性化促進につな
がったと感じております。
　平成23年度からは平成22年度末で満了する
「笠松町第4次総合計画」に代わり、「笠松町
第5次総合計画」を政策に反映していくこと
で、新たな町づくりを始めることとなります。

「笠松町第5次総合計画」では「“個性”を活か
し、“調和”を大切にしたまちづくり」を理念と
しており、笠松町がより温かく安心できる、さ
らに活気のあるまちとなるよう、町民の皆様の
知恵と工夫を賜りながら、ともにまちづくりを
行っていきたいと考えております。
　また、笠松町が社会の変化やニーズの多様
化に対応していけるよう、町民の皆様との十分
な情報共有を図るとともに、公正不偏なご意見
を重視し、より健全な行政運営のため、尽力い
たす所存でございます。さらに、これまで培っ
てまいりました、笠松町の文化や伝統などを含
めた地域の特性を活かしながらも、新しい事柄
に挑戦していく姿勢をもつことで、笠松町が将
来的に希望のもてる、より魅力のあるまちとな
るよう、全力で取り組んでまいりますので、今
後ともより一層のご理解とご協力をお願い申し
上げます。
　これまでの温かいご支援に感謝いたします
とともに、皆様の、今後ますますのご健勝とご
多幸を心から祈念いたしまして、新年のごあい
さつといたします。

　あけましておめでとうございます。
　輝かしい新春を迎え、心からお慶び申し上げ
ます。
　今年の干支は「兎」です。うさぎは飛び跳ね
て動く、その仕草から「飛躍」を表し、また可
愛らしく穏やかな容姿から家庭円満の象徴とも
言われております。当町も「兎」にあやかり飛
躍の一年にしたいものです。
　さて、2011年、我が国の取り分け地方自治や
地域社会はどの様な状況におかれているのか
とみますと、アメリカ発の100年に一度と言わ
れる世界規模で起きた経済危機による余波で
地域経済は依然として冷え込んだままです。そ
の影響で日本でも雇用環境、円高、デフレなど
深刻な影響が続いております。
　そうしたなか、笠松町において来年度は、第
5次総合計画の年となります。今後10年間を見
据え、住む人、訪れる人、行き交う人がいきい
きと輝き、住んでよかった、来てよかったと思
える希望あるまちづくりの将来像を描きなが

ら、計画実施に向けて取り組んでいきます。
　特に平成21年度から始まったまちづくり事業
として「まちの駅」が誕生し、町の情報発信、
休憩、案内、交流など「住民主体」となって町
おこしが行われております。また教育面では、
未来ある子どもたちに光文庫整備基金を活用
した外国語教育や図書の充実など教育に力を
注いでいきたいと思います。
　町議会といたしましても、町民の皆様のご意
見に耳を傾けながら、すべての人が幸せに安
心して暮らすことができる、元気あふれるまち
づくりを目指し、推進していくことを使命とし
て、皆様のご期待に応えるよう決意を新たにし
ております。
　どうか本年も笠松町のさらなる発展のため限
りないご支援とご協力を心からお願い申し上げ
ます。
　終わりに、皆様のご健勝とご多幸を心からお
祈りいたしまして、新年のごあいさつといたし
ます。

安心して暮らせるまちづくり

謹んで新年のごあいさつを申しあげます。

平成23年　笠松町議会

活気と魅力あるまちを目指して
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